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大噴水で涼し～い♪
（吉香公園の大放射噴水）

　吉香公園の大放射噴水近くは暑い

夏でも涼しく、家族連れなどでにぎ

わいます。

　大きなアーチを描く噴水のそばで

は、水しぶきを浴びながら、子供た

ちが楽しく駆け回っていました。

時
間　

17
時
～
23
時

場
所　

旧
本
郷
総
合
支
所
周
辺

○
保
育
園
み
こ
し　

17
時
～
18
時
30
分

○
子
ど
も
み
こ
し　

17
時
～
18
時
30
分

○
御
神
幸　

17
時
～
23
時

○
夜
店　

17
時
～
23
時

○
山
代
本
谷
神
楽

　

19
時
～
23
時

○
花
火
大
会

　

20
時
45
分
ご
ろ

問
本
郷
夏
ま
つ
り
実
行
委
員

会（
本
郷
支
所
地
域
振
興
班
）

☎
75
２
３
１
１

●
花
火
大
会

時
間　

20
時
～

場
所　

島
田
川
天
神
河
畔

●
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

　

ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
３
組
に
よ
る
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
な
ど

時
間　

18
時
～
20
時

場
所　

周
東
町
高
森
天
満
宮

問
周
東
町
夏
季
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
岩
国
西
商
工
会

周
東
支
所
）

☎
84
０
１
８
３

時間　いずれも20時～

　柱松行事は、夏の「火祭り」で江

戸時代中期の享保19（1734）年に地

上の不浄を燃やし牛馬の安全を祈る

とともに、神への献灯として始まっ

たもので、以来「祖生の三本松」と

称され、中村・山田・落合の３つの地区で毎年催されていま

す。いくつもの松
たいまつ

明が鉢を目がけて投げ上げられ、夏の夜空

に舞い、弧を描くさまは圧巻です。

問祖生柱松保存会☎850605、周東祖生公民館☎850001

2

表紙の写真

8/15（土）　中村地区

    19（水）　山田地区

    23（日）　落合地区

周
防
祖
生
の
柱
松

8/10
    （月）

本
郷
夏
ま
つ
り

　

※
小
雨
決
行

 8/9
    （日）

し
ゅ
う
と
う
花
火
大
会

　

※
荒
天
時
は
８
月
10
日
㈪
に
延
期



錦帯橋
交番

吉香公園

岩国IC 周辺図

※御坂橋御庄側（岩国 IC 周辺図）、錦城橋岩国側、川西三差路横山入口の３カ所は、

　16時から原則、横山地区住民など以外の横山方面への車両進入が禁止となります。

会場周辺

全面駐車禁止
（10時～23時）

車両通行止
（18時30分～23時）

横山地区
全面駐車禁止

（10時～23時）

宝
さ
が
し
大
会
受
付
場
所（
元
バ
ラ
園
）

 ※ 20時以降の岩国駅方面
     バス乗り場

会場周辺の交通規制（10時～23時）

大変な混雑が予想されますので、公共交通機関をご利用ください。
※JR最終便の時間にご注意ください。

夏休みイベント情報 その２

8/8
 （土）

※都合上、内容および時間帯を変更する場合があります。

※イベントによっては参加人数に限りがありますので、参加できないことがあります。

※会場内での小型無人飛行機（ドローンなど）の使用は、来場者に危害を与える恐れがありますので遠慮してください。
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第48回 錦川水の祭典
 ※小雨決行。荒天時、花火大会は８月29日㈯に延期

場所　錦川水神社

○水恩感謝祭　９時～９時30分

場所　吉香公園

○宝さがし大会　９時50分～12時

○木とあそぼう　10時～12時

○岩国太鼓　10時20分～10時40分

場所　岩国国際観光ホテル

○ミス岩国発表会　13時～13時30分

場所　錦帯橋

○吹奏楽演奏会　18時30分～19時

○花火大会　20時～21時30分

問（一社）岩国市観光協会☎412037、観光振興課☎㉙5116
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市政
ＰＩＣＫ－ＵＰ

社会を明るくする運動

安
心
・
安
全
な
社
会
を

　

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
強
調

月
間
」、「
青
少
年
の
非
行
に
取
り
組

む
全
国
強
調
月
間
」（
両
月
間
と
も

７
月
１
日
～
31
日
）
の
開
始
に
当
た

り
、
７
月
１
日
、
岩
国
保
護
区
保
護

司
会
の
嶋
田
秀
男
会
長
が
内
閣
総
理

大
臣
か
ら
の
「
協
力
要
請
メ
ッ
セ
ー

ジ
」
を
福
田
良
彦
市
長
に
伝
達
し
ま

し
た
。

　

嶋
田
会
長
は
「
安
全
で
安
心
な
国

づ
く
り
、
犯
罪
の
な
い
社
会
に
向
け

て
の
活
動
へ
多
く
の
人
に
参
加
し
て

も
ら
え
る
よ
う
、
協
力
を
お
願
い
す

る
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
上
げ

た
後
に
福
田
市
長
に
手
渡
し
、
福
田

市
長
は
「
安
心
・
安
全
な
地
域
づ
く

り
は
市
民
共
通
の
願
い
で
あ
り
、
犯

罪
防
止
の
啓
発
活
動
が
必
要
」
と
述

べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
市
職
員
や
保
護
司
会
な

ど
７
団
体
が
市
内
２
つ
の
ス
ー
パ
ー

前
で
啓
発
用
チ
ラ
シ
な
ど
の
配
布
を

行
い
、
買
い
物
に
訪
れ
た
人
に
向
け

て
、
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
、
青

少
年
の
非
行
防
止
の
啓
発
活
動
を
行

い
ま
し
た
。

問
社
会
課
☎
㉙
５
０
７
０

①嶋田会長より「協力

要請メッセージ」を受

け取る福田市長

　

②④買い物に訪れた人

に啓発チラシなどを渡

して活動を呼び掛けた

③スーパー前での街頭

キャンペーンには７団

体が参加

① ②

④③
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６
月
10
日
、
市
出
身
・
在
住
の
シ

ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
原
田
侑
子

さ
ん
へ
の
市
観
光
大
使
委
嘱
状
交
付

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
い

て
全
国
で
活
躍
し
て
い
る
市
出
身
者

や
、
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
に
観
光

大
使
を
委
嘱
し
、
岩
国
の
魅
力
を
宣

伝
し
て
も
ら
う
こ
と
で
観
光
振
興
や

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
彫
刻
家
の
澄
川
喜
一

さ
ん
な
ど
に
委
嘱
し
て
お
り
、
原
田

さ
ん
で
28
人
目
と
な
り
ま
す
。

　

白
木
勲
副
市
長
は
「
音
楽
活
動
を

通
じ
て
、
特
に
若
い
世
代
へ
岩
国
の

観
光
の
魅
力
を
発
信
し
て
く
だ
さ

い
」
と
委
嘱
状
や
名
刺
を
手
渡
し
ま

し
た
。

　

平
成
22
年
に
「T

o
m

o
rro

w
 is 

a
n

o
th

e
r d

a
y

」
で
デ
ビ
ュ
ー
、
全

国
で
ラ
イ
ブ
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開

い
て
い
る
原
田
さ
ん
は
「
大
切
な
地

元
で
あ
る
岩
国
の
素
晴
ら
し
さ
を
、

音
楽
と
と
も
に
全
国
へ
伝
え
て
い
き

た
い
で
す
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

問
観
光
振
興
課
☎
㉙
５
１
１
６

歌
を
通
し
て
岩
国
の
観
光
を
Ｐ
Ｒ

各
国
の
ス
カ
ウ
ト
へ
魅
力
発
信

観光大使委嘱状交付式

▲ギターの弾き語りで、自作曲を披露する原田さん

▲名刺を持つ白木副市長（左）と原田さん（右）

▲最優秀賞を受賞した山崎未来さん（右から２番目）

　優秀賞を受賞した村中晴帆さん（右から３番目）

▲最優秀賞のイラストがプリントされたエコバッグ

世界スカウトジャンボリー
岩国ＰＲイラスト・デザイン表彰式

　

山
口
県
で
開
か
れ
る
世
界
ス
カ
ウ

ト
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
（
７
月
28
日
～
８

月
８
日
）
の
岩
国
地
域
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
、
各
国
の
ス
カ
ウ
ト
に
記
念
品
と

し
て
配
ら
れ
る
エ
コ
バ
ッ
グ
に
印
刷

さ
れ
る
デ
ザ
イ
ン
が
決
定
し
、
７
月

１
日
、
受
賞
作
品
の
表
彰
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

昨
年
12
月
に
岩
国
の
魅
力
を
伝
え

る
作
品
を
募
集
し
、
全
国
か
ら
応
募

の
あ
っ
た
４
１
４
点
の
中
か
ら
、
麻

里
布
中
学
校
２
年
山
崎
未
来
さ
ん
の

作
品
が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

佐
倉
弘
之
甫
教
育
長
は
「
皆
さ
ん

の
作
品
は
世
界
ス
カ
ウ
ト
ジ
ャ
ン
ボ

リ
ー
で
活
用
さ
れ
、
友
好
と
親
善
に

活
躍
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
豊
か
な
感

性
を
大
切
に
、
学
校
生
活
を
送
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

各
国
の
ス
カ
ウ
ト
が
市
内
で
活
動

す
る
地
域
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
８
月
３
日

～
６
日
）
で
は
、
市
内
の
小
・
中
学

生
や
高
校
生
と
交
流
を
深
め
る
ほ
か
、

錦
帯
橋
組
み
立
て
体
験
、
神
楽
や
太

鼓
な
ど
の
観
賞
、
施
設
見
学
な
ど
が

行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

問
生
涯
学
習
課
☎
㉙
５
２
１
０
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す
ま

い
る

Smile

Vol.76

安村　勝利さん

（錦町在住）

向峠神楽保存会代表。

週２回神楽の指導を行

い、向峠神楽の普及・

保存に努める。市の文

化功労賞受賞。

▼体育館で熱心に指導をする安村さん（左）

6

楽
し
み
な
が
ら

　
　
　

伝
統
文
化
の
継
承
を

　

地
元
の
錦
町
向む

か
た
お峠

で
、
子
供
た
ち
に
毎
週

神
楽
の
指
導
を
行
っ
て
い
る
の
が
安
村
勝
利

さ
ん
で
す
。

　

安
村
さ
ん
が
神
楽
を
始
め
た
の
は
43
年
前
。

子
供
の
頃
か
ら
笛
や
太
鼓
が
大
好
き
で
慣
れ

親
し
ん
で
い
た
の
で
、
自
然
な
流
れ
で
仲
間

３
人
と
共
に
向
峠
神
楽
保
存
会
に
入
団
し
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
神
楽
の
魅
力
に
惹
か
れ
、

今
ま
で
続
け
て
き
た
そ
う
で
す
。「
神
楽
は
体

に
染
み
込
ん
で
い
る
。
ば
か
み
た
い
に
好
き
。

自
分
が
演
じ
て
お
客
さ
ん
に
観
て
も
ら
っ
て

喜
ん
で
も
ら
う
。
そ
の
繰
り
返
し
で
す
」
と

安
村
さ
ん
は
楽
し
そ
う
に
話
し
ま
す
。

　

子
供
神
楽
で
は
現
在
10
人
の
小
・
中
学
生

を
指
導
し
て
い
ま
す
。
指
導
に
当
た
っ
て
心

掛
け
て
い
る
こ
と
は
、
誰
が
教
え
て
も
同
じ

内
容
で
教
え
る
と
い
う
こ
と
で
、
そ
う
し
な

い
と
子
供
た
ち
が
混
乱
す
る
と
い
い
ま
す
。

れ
て
い
る
「
ミ
ラ
ノ
国
際
博
覧
会
」
に
５
月

24
日
か
ら
27
日
の
間
、
参
加
し
ま
し
た
。
山

口
県
の
文
化
の
魅
力
を
世
界
に
発
信
す
る
た

め
、
県
の
代
表
と
し
て
、
伝
統
芸
能
で
あ
る

神
楽
を
ミ
ラ
ノ
の
舞
台
で
連
日
３
回
上
演
し

ま
し
た
。
海
外
で
は
物
語
の
内
容
を
伝
え
る

の
が
と
て
も
難
し
い
の
で
す
が
、
ミ
ラ
ノ
で

は
来
場
者
の
芳
し
い
反
応
に
手
応
え
を
感
じ

た
と
振
り
返
り
ま
す
。

　

８
月
30
日
に
錦
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
る
岩
国
民
俗
芸
能
ま
つ
り
の
実
行
委

員
長
を
引
き
受
け
、
忙
し
い
毎
日
を
過
ご
し

て
い
る
安
村
さ
ん
に
今
後
の
目
標
を
尋
ね
る

と
「
神
楽
は
田
舎
（
農
村
）
の
財
産
。
小
さ

い
と
き
か
ら
笛
や
太
鼓
の
音
色
が
体
に
染
み

込
ん
で
覚
え
る
も
の
。
い
つ
ま
で
も
子
供
た

ち
に
昔
の
笛
・
太
鼓
・
踊
り
を
残
し
て
も
ら

い
た
い
。
そ
の
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
み
ん

な
で
仲
良
く
楽
し
く
神
楽
を
続
け
た
い
と
思

い
ま
す
」
と
穏
や
か
な
笑
顔
で
後
輩
へ
の
思

い
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

▲ミラノ万博での上演風景 ▲神楽の衣装

そ
し
て
何
よ
り
大
事
な
こ
と
は

あ
い
さ
つ
を
ち
ゃ
ん
と
す
る
こ

と
だ
と
力
説
し
ま
す
。

　

神
楽
の
稽
古
を
通
し
て
子
供

た
ち
と
接
し
て
い
る
と
、
そ
の

子
が
神
楽
を
離
れ
て
も
い
つ
ま

で
も
自
分
の
こ
と
を
覚
え
て
い

て
声
を
掛
け
て
く
れ
る
の
が
と

て
も
嬉
し
い
そ
う
で
す
。

　

週
末
は
各
地
で
神
楽
の
上
演

を
し
て
い
る
安
村
さ
ん
で
す
が
、

こ
の
た
び
イ
タ
リ
ア
で
開
催
さ
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７
月
７
日
の
七
夕
の
日
に
合
わ
せ
、
岩

国
錦
帯
橋
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
に
七
夕

飾
り
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
25
日
に
行
わ
れ
た
七
夕
イ
ベ
ン
ト

で
は
、
岩
国
染
香
幼
稚
園
の
園
児
16
人
が

「
星
に
願
い
を
」「
き
ら
き
ら
星
」
な
ど
七

夕
に
ち
な
ん
だ
曲
を
ハ
ン
ド
ベ
ル
や
合
唱

で
元
気
い
っ
ぱ
い
に
披
露
し
、
空
港
を
訪

れ
た
人
た
ち
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。
そ
の

後
、短
冊
に「
け
い
さ
つ
に
な
り
た
い
」「
い

ち
ご
が
た
べ
た
い
」
な
ど
願
い
を
書
き
込

ん
で
、
笹
の
葉
に
飾
り
付
け
ま
し
た
。

最後に飛行機をお見送り
最後に飛行機をお見送り。

　　　　　　大きな機体に大興奮！

　　　　　　大きな機体に大興奮！

2015.8.17 2015.3.1

６
月
25
日

ね
が
い
ご
と

ね
が
い
ご
と

    

か
な
う
と
い
い
な

か
な
う
と
い
い
な
・・・・・
★

岩
国
錦
帯
橋
空
港

　
　
　
　
　
　

七
夕
イ
ベ
ン
ト



8広報いわくに

美和Ｂ＆Ｇ海洋センターへ行こう!!

慣れない手つきで田植え体験

　６月３日・4 日、神奈川県の関

東学院中学校の生徒68人が、や

ましろ地域で民泊体験をしました。

　美川地区に民泊した生徒はジャ

ガイモ掘りを体験し、掘りたての

ジャガイモをふかして、自然豊か

な大地の恵みを堪能しました。自

分たちの町では経験できない貴重

な体験が、思い出の１ページとな

りました。

　５月28日、本郷ふるさと交流館

で、介護予防として楽しみながら

日々の生活に取り入れられるレク

リエーション講座が開催されまし

た。参加者は、体操、ゲーム、ク

イズなど、頭と体を使いながら無

理なく楽しんでいる様子でした。

　工夫と努力で毎日を楽しく元気

に過ごし、長生きを目指しましょ

う。

　６月４日、錦清流小学校の５年生が実習田で田植えを体験し

ました。体験を通して地域の農作業の方法や苦労を知り、感謝

の気持ちを培うことを目的としています。最初は土の感触に戸

惑っていましたが、地域の人たちの指導の下、もち米の苗を一

生懸命植えました。秋に収穫し、冬に餅つきを体験する予定です。

　５月30日、美和Ｂ＆Ｇ海洋センターがリニューアルオープ

ンし、記念式典が行われました。施設の老朽化が進んだことか

ら、スロープやボイラー設備などを一新し、快適に利用できる

施設となりました。西京高校水泳部による水泳教室も開催され、

子供たちは明るいプールで基本的な泳ぎを教わりました。

みんなで楽しく
　　　　元気に過ごそう

自然の中での収穫！
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　６月21日、玖珂町内の各自治

会で、夏の地域清掃が行われまし

た。

　２年前から参加している中学生

に加え、今年は小学生も参加しま

した。草引きの道具などを手に集

まった小・中学生は、地域の皆さ

んと一緒に公園や公会堂などの草

引きをして、自分たちの生活の場

をきれいにしていました。

　６月７日、周東体育センターと

サンビレッジ周東で「エンジョイ

スポーツまつり」が開催され、約

200人が交流を深めました。

　グラウンド・ゴルフ、ラージボー

ル卓球ほか、カローリング、わな

げなど７種目を体験する「チャレ

ンジ７コーナー」が行われ、幼児

から高齢者まで多くの人でにぎわ

いました。

ねんりんピックまであと１００日！

　10月18日・19日に玖珂総合公園で開催される「ねんりんピッ

クおいでませ！ 山口2015 グラウンド・ゴルフ交流大会」の

カウントダウンボードが 7 月 9 日、市役所に設置されました。

ルンビニ保育園の園児たちが「ねんりん山口元気体操」を元気

いっぱいに踊り、100日前イベントを盛り上げました。

けん玉にチャレンジ！

　６月28日、由宇文化会館で「けん玉教室＆検定会」が開催

され、84人が参加しました。けん玉名人の砂原宏幸先生を講

師に迎え、参加者はさまざまな技にチャレンジしました。中に

は、思い通りにいかず悔し涙を浮かべながらも終了間際に技が

完成し、目を輝かせている参加者もいました。

スポーツで楽しく交流

私たちも地域の一員、
　　みんなできれいに！

◀設置されたカウントダウンボード



①ミニトマトは縦半分に切り、セロリは葉と茎に分

　け、茎は千切り、葉は食べやすい大きさに切る。

　レタスと玉ネギは千切りにする。

②鍋に水とコンソメを入れ、玉ネギとセロリの茎を

　入れて火にかける。

③煮立ったら、ミニトマトとレタスを加える。

④再び煮立ったら残りのセロリを加え塩・こしょう

　で味を調え、器に盛り付ける。

★ひとことポイント★

　トマトをスープに使用すると、旨味が増し、少な

い調味料でもおいしく出来上がります。レタスは加

熱すると、かさが減りたくさんの量が食べられるの

でオススメです。

●
ウ
イ
ル
ス
肝
炎
２ 

Ｃ
型
肝
炎
の
最
新
治
療

10広報いわくに

食
推
さ
ん
の

食
べ
て
み
ん
さ
い

お
い
し
い
け
ぇ
！

[113]

レタスと
  ミニトマトのスープ

　

今
回
は
、
Ｃ
型
肝
炎
の
最
新
治
療
に
つ
い

て
お
話
し
し
ま
す
。

　

C
型
肝
炎
は
、
血
液
を
介
し
て
C
型
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
（
H
C
V
）
に
感
染
す
る
こ
と
で

発
症
す
る
肝
臓
の
病
気
で
す
。
H
C
V
は
、

1
9
8
9
年
に
初
め
て
発
見
さ
れ
た
ウ
イ
ル

ス
で
、
そ
れ
ま
で
に
行
わ
れ
た
輸
血
や
注
射

針
の
使
い
ま
わ
し
な
ど
で
多
く
の
人
が
感
染

し
ま
し
た
。
日
本
で
は
大
体
1
0
0
人
に
1

人
が
感
染
者
と
さ
れ
、
無
症
状
の
ま
ま
長
い

年
月
を
か
け
て
肝
硬
変
・
肝
が
ん
と
い
っ
た

重
い
病
気
に
進
行
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
み
ら

れ
ま
す
。

　

さ
て
、
治
療
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
し
ょ

う
。
治
療
の
二
大
目
標
は
「
肝
硬
変
」
と
「
肝

が
ん
」
の
阻
止
で
す
。
そ
の
た
め
に
大
切
な

の
は
ウ
イ
ル
ス
を
体
内
か
ら
排
除
す
る
こ
と

で
、
大
き
く
分
け
て
二
つ
の
治
療
法
が
あ
り

ま
す
。
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
を
使
用
す
る
方

法
と
、
使
用
し
な
い
方
法
で
す
。

　

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
を
使
用
す
る
治
療
法

は
、
免
疫
力
に
関
わ
る
タ
ン
パ
ク
質
で
あ
る

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
を
注
射
す
る
こ
と
で
ウ

イ
ル
ス
の
増
殖
を
抑
え
る
方
法
で
す
。
し
か

し
、
発
熱
・
脱
毛
な
ど
の
強
い
副
作
用
が
あ

る
の
が
難
点
で
す
。

　

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
を
使
用
し
な
い
治
療

法
と
し
て
、
2
0
1
4
年
秋
に
ダ
ク
ラ
タ
ス

ビ
ル
と
ア
ス
ナ
プ
レ
ビ
ル
と
い
う
２
種
類
の

内
服
薬
を
半
年
間
内
服
す
る
だ
け
の
全
く
新

し
い
治
療
法
が
登
場
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は

ウ
イ
ル
ス
の
タ
ン
パ
ク
質
を
直
接
攻
撃
す
る

新
し
い
タ
イ
プ
の
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
で
、
ウ
イ

ル
ス
の
排
除
率
が
約
85
%
と
高
い
上
、
副
作

用
も
ほ
と
ん
ど
な
い
優
れ
た
治
療
法
で
す
。

　

現
在
世
界
中
で
同
様
の
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
が

開
発
さ
れ
て
お
り
、
最
新
の
学
会
報
告
で
は

ウ
イ
ル
ス
排
除
率
1
0
0
%
の
新
薬
も
発
表

さ
れ
て
い
る
の
で
、
C
型
肝
炎
は
治
る
病
気

に
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

ウ
イ
ル
ス
肝
炎
の
治
療
は
、
そ
の
病
状
に

よ
っ
て
治
療
法
が
全
く
異
な
り
ま
す
。
大
事

な
こ
と
は
症
状
が
な
く
て
も
一
度
は
医
療
機

関
を
受
診
す
る
こ
と
で
す
。
恐
れ
る
こ
と
な

く
、
一
緒
に
ウ
イ
ル
ス
を
や
っ
つ
け
ま
し
ょ

う
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
岩
国
市
医
師
会
】

作り方

材料（4人分）

・ミニトマト

         ８個（80g）

・レタス…160g

・玉ネギ…40g

・セロリ…40g

・水…３カップ

・顆粒コンソメ…小さじ２

・塩こしょう…少々

●エネルギー 19kcal/ 人　●塩分 0.8g/ 人

レシピ提供：岩国市食生活改善推進協議会
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○
平
成
26
年
度
第
４
回
定
期
監
査
の
結
果
に

関
す
る
報
告
に
つ
い
て

○
例
月
出
納
検
査
の
結
果
に
関
す
る
報
告
に

つ
い
て　

な
ど
３
件

○
平
成
26
年
度
第
２
回
財
政
援
助
団
体
等
監

査
の
結
果
に
関
す
る
報
告
に
つ
い
て

○
平
成
26
年
度
第
５
回
定
期
監
査
の
結
果
に

関
す
る
報
告
に
つ
い
て

○
平
成
26
年
度
岩
国
市
一
般
会
計
予
算
繰
越

明
許
費
の
繰
越
し
の
報
告
に
つ
い
て

○
平
成
26
年
度
岩
国
市
公
共
下
水
道
事
業
特

別
会
計
予
算
繰
越
明
許
費
の
繰
越
し
の
報
告

に
つ
い
て

○
平
成
26
年
度
岩
国
市
水
道
事
業
会
計
予
算

の
予
算
繰
越
し
の
報
告
に
つ
い
て

○
岩
国
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

審議項目
件数

（うち議決件数）

結　　果

可決・採  
択など

否決・不
採択など

継続
審査

諸般の報告 1  (0) ― ― ―

監査報告 6  (0) ― ― ―

報　　告 6  (1) 1 ― ―

議　　案 20  (20) 20 ― ―

請　　願 2  (0) ― ― 2

議員提出議案 3  (3) 2 1 ―

その他 2  (2) 2 ― ―

審
議
項
目
と
結
果

更
に
つ
い
て

○
愛
宕
地
区
排
水
施
設
Ｊ
Ｒ
横
断
部
河
川
改

修
工
事
の
工
事
委
託
に
関
す
る
基
本
協
定
の

一
部
変
更
に
つ
い
て

○
不
動
産
の
取
得
に
つ
い
て　

な
ど
２
議
案

○
字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て　

な
ど
２
議

案○
年
金
積
立
金
の
安
全
か
つ
確
実
な
運
用
を

求
め
る
意
見
書

○
憲
法
改
正
の
実
現
に
向
け
た
議
論
を
求
め

る
意
見
書

○
公
用
車
の
事
故
に
関
す
る
専
決
処
分
の
報

告
に
つ
い
て　

な
ど
２
件

○
岩
国
市
教
育
委
員
会
の
委
員
の
任
命
に
つ

き
、
議
会
の
同
意
を
得
る
に
つ
い
て

○
岩
国
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の
委

員
の
選
任
に
つ
き
、
議
会
の
同
意
を
得
る
に

つ
い
て　

な
ど
７
件

○
岩
国
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
岩
国
城
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
岩
国
城
索
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例○
岩
国
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

○
岩
国
市
特
別
用
途
地
区
内
に
お
け
る
建
築

物
の
建
築
の
制
限
に
関
す
る
条
例
及
び
岩
国

都
市
計
画
地
区
計
画
川
下
地
区
地
区
計
画
の

区
域
内
に
お
け
る
建
築
物
の
制
限
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
岩
国
市
ご
み
焼
却
施
設
建
設
工
事
請
負
契

約
の
締
結
に
つ
い
て

○
山
陽
本
線
岩
国
構
内
三
笠
橋
耐
震
補
強
他

の
工
事
委
託
に
関
す
る
基
本
協
定
の
一
部
変

2015.8.1

市
議
会
６
月
定
例
会

　

市
議
会
６
月
定
例
会
が
、
６
月
４
日
か
ら
30
日
ま
で
開
催
さ
れ
、

岩
国
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案
な
ど

《
監
査
報
告
》

《
報
告
》

《
議
案
》

《
議
員
提
出
議
案
》
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51
年
３
月
31
日

※
今
回
採
用
し
た
「
総
合
評
価
落
札
方
式
」

に
つ
い
て
は
、
市
役
所
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
各

総
合
支
所
に
設
置
の
資
料
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
焼
却
施
設
建
設
事
務
所
☎
㉙
５
０
１
４

　

市
民
会
館
は
、
耐
震
補
強
・
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
工
事
の
た
め
、
次
の
期
間
休
館
の
予
定
で

す
。

期
間　

平
成
28
年
11
月
７
日
～
平
成
30
年
３

月
31
日

問
総
務
課
☎
㉙
５
０
３
０

日
時　

８
月
10
日
㈪
・
12
日
㈬
・
17
日
㈪
～

20
日
㈭
・
24
日
㈪
・
25
日
㈫　

８
時
～
17
時

場
所　

姫
子
島

※
天
候
な
ど
の
都
合
で
行
わ
れ
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す

問
基
地
政
策
課
☎
㉙
５
０
２
４

○
長
崎
原
爆
の
日

日
時　

８
月
９
日
㈰　

11
時
２
分

○
岩
国
駅
周
辺
被
爆
の
日

日
時　

８
月
14
日
㈮　

11
時
15
分
（
サ
イ
レ

ン
吹
鳴
は
岩
国
地
域
の
み
）

○
戦
没
者
を
追
悼
し
平
和
を
祈
念
す
る
日

日
時　

８
月
15
日
㈯　

12
時

問
総
務
課
☎
㉙
５
０
３
０
、総
合
支
所
、支
所

●
岩
国
駅
前
戦
災
死
没
者
慰
霊
祭

日
時　

８
月
14
日
㈮　

11
時
15
分
～

場
所　

麻
里
布
町
第
三
街
区
公
園

※
雨
天
の
場
合
は
、
麻
里
布
自
治
会
館

問
麻
里
布
地
区
自
治
会
連
合
会
事
務
局

☎
㉑
2
6
5
5

　

昨
年
４
月
に
消
費
税
率
が
８
％
へ
引
き
上

げ
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
所
得
の
低
い
人
の

負
担
を
軽
く
す
る
た
め
臨
時
福
祉
給
付
金
を

支
給
し
ま
す
。

対
象　

平
成
27
年
度
分
市
民
税（
均
等
割
）が

課
税
さ
れ
て
い
な
い
人

※
課
税
さ
れ
て
い
る
人
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

人
、
生
活
保
護
制
度
の
被
保
護
者
と
な
っ
て

い
る
人
な
ど
を
除
く

給
付
額　

６
千
円
／
人

申
請
期
間　

９
月
１
日
㈫
～
12
月
１
日
㈫

申
８
月
下
旬
に
、
市
民
税（
均
等
割
）が
課
税

さ
れ
て
い
な
い
人
に
申
請
書
な
ど
を
郵
送
し

ま
す
。
対
象
の
人
は
、
申
請
書
に
必
要
事
項

　

戦
争
で
亡
く
な
ら
れ
た
人
び
と
の
ご
冥
福

と
恒
久
平
和
を
願
い
、
１
分
間
の
黙
と
う
を

さ
さ
げ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
同
時
刻
に
サ
イ
レ

ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。

○
広
島
原
爆
の
日

日
時　

８
月
６
日
㈭　

８
時
15
分

●
市　

役　

所

☎
㉙
５
０
０
０

●
由
宇
総
合
支
所

☎
63
１
１
１
１

●
玖
珂
総
合
支
所

☎
82
２
５
１
１

●
周
東
総
合
支
所

☎
84
１
１
１
１

●
錦
総
合
支
所

☎
72
２
１
１
１

●
美  

川  

支  

所

☎
76
０
３
１
１

●
美
和
総
合
支
所

☎
96
１
１
１
１

●
本  

郷  

支  

所

☎
75
２
３
１
１

岩国市役所　〒740－8585

岩国市今津町一丁目14番51号

問
い
合
わ
せ
（
代
表
）

を
記
入
し
、
必
要
書
類
を
添
え
て
返
信
用
封

筒
に
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
が
送
付
さ
れ
た
人
が
必
ず
給
付
金

の
対
象
と
は
限
り
ま
せ
ん

問
臨
時
福
祉
給
付
金
対
策
室
☎
㉙
５
０
２
５

　

保
健
セ
ン
タ
ー
の
工
事
の
た
め
、
次
の
期

間
は
保
健
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
が
一
部
利
用
で

き
ま
せ
ん
。
看
板
な
ど
で
案
内
す
る
場
所
に

駐
車
し
て
く
だ
さ
い
。

期
間　

８
月
上
旬
か
ら
平
成
28
年
２
月
末

問
健
康
推
進
課
☎
㉔
３
７
５
１

　

新
た
な
ご
み
焼
却
施
設
の
建
設
お
よ
び
運

営
管
理
に
関
す
る
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

契
約
相
手
方　

Ｊ
Ｆ
Ｅ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

㈱
中
国
支
店

契
約
金
額
合
計　

３
０
１
億
７
５
２
０
万
円

●
建
設
工
事
請
負
契
約

請
負
金
額　

１
８
８
億
４
６
０
０
万
円

工
期　

平
成
27
年
７
月
１
日
～
平
成
31
年
３

月
31
日

●
運
営
管
理
業
務
委
託
契
約

委
託
金
額　

１
１
３
億
２
９
２
０
万
円

実
運
営
期
間　

平
成
31
年
４
月
１
日
～
平
成

一
分
間
の
黙
と
う
を
！

岩
国
市
ご
み
焼
却
施
設
整
備
運

営
事
業
の
契
約
を
締
結

岩
国
市
民
会
館
の
休
館

臨
時
福
祉
給
付
金

岩
国
市
保
健
セ
ン
タ
ー
の
工
事

に
伴
う
駐
車
場
の
制
限

米
軍
の
弾
薬
処
理

ＬＩＦＥ

くらしの情報

　身近な話題や募集情報など

をお届けいたします。

お
知
ら
せ

▲技術提案時のイメージ図



13 2015.8.1

○
防
炎
エ
プ
ロ
ン
の
普
及

○
そ
の
ほ
か
、火
災
予
防
に
関
す
る
も
の（
山

火
事
を
除
く
）

※
未
発
表
作
品
に
限
る

※
著
作
権
は
主
催
者
に
帰
属

募
集
期
間　

11
月
12
日
㈭
ま
で
（
必
着
）

申
は
が
き
ま
た
は
消
防
署
に
備
え
付
け
の
用

紙
に
、
標
語
（
一
枚
に
つ
き
一
点
）、
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）、
年
齢
、

性
別
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
岩
国
地
区
消

防
組
合
、
最
寄
り
の
消
防
署
、
消
防
出
張
所

に
郵
送
ま
た
は
直
接

宛
先　

〒
７
４
０
―
０
０
１
７　

今
津
町
六

丁
目
２
―
24

問
岩
国
地
区
消
防
組
合
予
防
課

☎
㉒
１
３
２
０ 

　

県
内
産
業
を
支
え
る
高
度
な
専
門
知
識
を

持
つ
人
材
を
確
保
す
る
た
め
、
県
内
の
製
造

業
に
一
定
期
間
従
事
し
た
場
合
、
奨
学
金
返

還
額
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象　

理
系
大
学
院
修
士
課
程
１
年
生
、
薬

学
部
５
年
生
で
、
日
本
学
生
支
援
機
構
の
無

利
子
奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
て
い
る
人

募
集
人
数　

20
人（
う
ち
薬
剤
師
５
人
程
度
）

募
集
期
間　

７
月
13
日
㈪
～
８
月
12
日
㈬

問
山
口
県
産
業
戦
略
部
計
画
推
進
室

☎
０
８
３
―
９
３
３
―
２
４
７
０

　

岩
国
錦
帯
橋
空
港
の
利
用
者
数
が
、
ま
も

な
く
１
０
０
万
人
を
達
成
す
る
予
定
で
す
。

達
成
記
念
と
し
て
製
作
す
る
モ
ザ
イ
ク
ア
ー

ト
に
使
用
す
る
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　

地
域
住
民
や
空
港
を
利
用
し
た
人
な

ど
の
笑
顔
の
写
真

内
容　

応
募
さ
れ
た
写
真
を
加
工
（
配
色
の

調
整
）
し
、
モ
ザ
イ
ク
の
よ
う
に
並
べ
１
枚

の
パ
ネ
ル
を
製
作
す
る

募
集
期
間　

８
月
20
日
㈭
ま
で

※
予
定
枚
数
に
達
し
た
場
合
、
早
め
に
締
め

切
る
場
合
が
あ
り
ま
す

申
岩
国
錦
帯
橋
空
港
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
リ
ン

ク
さ
れ
た
応
募
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

問
空
港
利
用
促
進
室
☎
㉙
５
０
１
０

指
定
期
間　

平
成
28
年
４
月
１
日
～
平
成
33

年
３
月
31
日 

募
集
期
間　

９
月
８
日
㈫
～
24
日
㈭

要
項
配
布
期
間　

８
月
10
日
㈪
～
９
月
24
日

㈭●
岩
国
城
・
岩
国
城
索
道
等

説
明
会
・
現
地
説
明
会　

８
月
25
日
㈫　

14

時
～
（
事
前
申
し
込
み
が
必
要
）

申
問
観
光
振
興
課
施
設
管
理
班

☎
41
１
７
８
０

●
岩
国
市
観
光
物
産
交
流
セ
ン
タ
ー
（
愛
称 

橋
の
駅
）

説
明
会
・
現
地
説
明
会　

８
月
25
日
㈫　

16

時
～
（
事
前
申
し
込
み
が
必
要
）

申
問
観
光
振
興
課
観
光
班
☎
㉙
５
１
１
６

日
時　

11
月
29
日
㈰　

10
時
～
15
時
30
分

場
所　

周
東
ふ
れ
あ
い
広
場

●
み
ん
な
の
ス
テ
ー
ジ
コ
ー
ナ
ー

対
象　

ス
テ
ー
ジ
で
芸
能
や
趣
味
を
披
露
で

き
る
人
・
団
体

募
集
期
間　

８
月
21
日
㈮
ま
で

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

　

イ
ベ
ン
ト
当
日
の
運
営
に
関
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
（
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
裏

方
、販
売
ス
タ
ッ
フ
、清
掃
ス
タ
ッ
フ
な
ど
）

を
随
時
募
集
し
ま
す
。

●
協
賛
企
業

　

今
年
で
26
回
目
を
迎
え
る
周
東
町
の
一
大

イ
ベ
ン
ト
で
す
。
地
場
産
業
の
振
興
・
交
流

人
口
の
拡
大
と
地
域
の
活
性
化
を
目
的
と
す

る
当
イ
ベ
ン
ト
に
協
賛
で
き
る
企
業
を
随
時

募
集
し
ま
す
。

申
問
周
東
食
肉
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会
事
務
局

（
周
東
総
合
支
所
地
域
振
興
課
内
）

☎
84
１
１
１
１

対
象　

保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
、
准
看

護
師
の
資
格
を
持
っ
て
い
て
未
就
業
の
人

研
修
期
間　

10
月
～
12
月
ま
で
の
間
の
５
日

間
程
度

※
申
し
込
み
後
、
日
程
・
研
修
医
療
機
関
の

調
整
が
あ
り
ま
す

内
容　

再
就
職
に
必
要
な
看
護
の
知
識
・
技

術
に
関
す
る
講
義
、
演
習
、
見
学
実
習

受
講
料　

無
料

募
集
期
間　

９
月
17
日
㈭
ま
で

申
問
山
口
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
（
山
口
県
看
護

協
会
内
）☎
０
８
３
５
―

２
４
―

５
７
９
１

（
火
～
土
曜
の
９
時
～
17
時
）

対
象　

市
内
に
在
住
す
る
65
歳
以
上
の
人

課
題　

○
住
宅
火
災
の
防
止
（
特
に
住
宅
用

火
災
警
報
器
の
設
置
）

○
放
火
火
災
の
防
止

募　

集

防
火
標
語

岩
国
錦
帯
橋
空
港
100
万
人
達
成

記
念
モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト
写
真

山
口
県
奨
学
金

　
　
　

返
還
補
助
制
度
対
象
者

周
東
食
肉
フ
ェ
ア
参
加
者

指
定
管
理
者

再
チ
ャ
レ
ン
ジ
研
修
受
講
者



　

ス
テ
ー
ジ
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
で

き
る
団
体
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。

日
時　

10
月
24
日
㈯

場
所　

潮
風
公
園
み
な
と
オ
ア
シ
ス
ゆ
う

特
設
ス
テ
ー
ジ

募
集
期
間　

８
月
17
日
㈪
ま
で

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
由
宇
町
の
団

体
を
優
先

申
問
Ｙ
Ｏ
Ｕ
・
ゆ
う
・
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員

会
☎
63
０
７
５
３

対
象　

市
内
の
小
・
中
学
生

内
容　

悪
徳
商
法
や
詐
欺
な
ど
に
だ
ま
さ
れ

な
い
よ
う
呼
び
掛
け
る
も
の

表
彰
式　

12
月
頃
（
予
定
）

※
最
優
秀
賞
１
点
に
５
千
円
、
優
秀
賞
２
点

に
３
千
円
、
佳
作
４
点
に
千
円
の
図
書
カ
ー

ド
を
贈
呈

募
集
期
間　

９
月
３
日
㈭
ま
で

申
指
定
の
応
募
用
紙
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
郵
送
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル

問
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
市
民
協
働
推
進
課

内
）
☎
㉙
５
０
１
７
、
FAX

㉒
２
８
６
６

　

c
iw

a
k
u
n
i@

c
ity

.iw
a
k
u
n
i.lg

.jp

試
験
日　

11
月
15
日
㈰

願
書
受
付
期
間　

８
月
27
日
㈭
～
９
月
10
日

㈭●
試
験
準
備
講
習
（
有
料
）

対
象　

乙
種
第
四
類
受
験
者

日
時　

○
法
令
＝
10
月
27
日
㈫　

○
理
化
学

＝
10
月
28
日
㈬　

９
時
～
16
時

申
問
岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

☎
㉒
１
３
２
０

　

病
気
な
ど
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
、

就
学
義
務
を
猶
予
ま
た
は
免
除
さ
れ
た
人
な

ど
に
対
し
て
、
中
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
が

あ
る
か
ど
う
か
を
認
定
す
る
た
め
に
国
が
行

う
試
験
で
す
。
合
格
者
に
は
高
等
学
校
の
入

学
資
格
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

試
験
日　

10
月
28
日
㈬

場
所　

山
口
県
庁

試
験
科
目　

国
語
、
社
会
、
数
学
、
理
科
、

外
国
語
（
英
語
）

受
付
期
間　

８
月
24
日
㈪
～
９
月
11
日
㈮

※
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

問
山
口
県
教
育
庁
義
務
教
育
課

☎
０
８
３
―
９
３
３
―
４
５
９
５

対
象　

不
妊
で
悩
ん
で
い
る
夫
婦
な
ど

日
時　

８
月
21
日
㈮　

16
時
～
18
時

場
所　

岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

担
当
医　

伊
藤
淳
氏
（
徳
山
中
央
病
院
）、

白
石
晃
司
氏
（
山
口
大
学
附
属
病
院
）

料
金　

無
料

申
込
期
間　

８
月
14
日
㈮
ま
で

申
問
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
㉙
１
５
２
３

Ｙ
Ｏ
Ｕ
・
ゆ
う
・
フ
ェ
ス
タ

「
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
」参
加
者

就
学
義
務
猶
予
免
除
者
等
の

　
　
　

中
学
校
卒
業
程
度
認
定

市では、自主財源の確保と地元企業の育成を図るため、有料広告を掲載しています。

相　

談

広告

14広報いわくに

消
費
生
活
川
柳

試　

験

危
険
物
取
扱
者

不
妊
専
門
相
談
会



対
象　

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
登
録
で
き
る
人

日
時　

９
月
２
日
㈬　

13
時
～
16
時
45
分

場
所　

中
央
図
書
館 

視
聴
覚
ホ
ー
ル

受
講
料　

無
料

募
集
開
始　

８
月
５
日
㈬　

10
時
～

申
問
中
央
図
書
館
☎
㉛
０
０
４
６

　

一
定
以
上
の
収
容
人
員
を
有
す
る
事
業
所

関
係
者
に
、
防
火
管
理
者
の
資
格
を
取
得
し

て
も
ら
う
た
め
、
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

○
甲
種
＝
９
月
17
日
㈭
・
18
日
㈮　

10
時
～
16
時　

○
乙
種
＝
９
月
17
日
㈭　

10
時
～
16
時

場
所　

岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

定
員　

80
人
（
先
着
順
）

受
講
料　

４
２
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

募
集
期
間　

８
月
24
日
㈪
～
９
月
４
日
㈮

申
所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
ま
た
は
消
防

署
、
消
防
出
張
所
に
提
出

問
岩
国
地
区
消
防
組
合
予
防
課

☎
㉒
１
３
２
０

対
象　

市
内
・
和
木
町
に
在
住
し
て
い
る
13

歳
か
ら
70
歳
未
満
の
人

日
時　

８
月
11
日
㈫　

９
時
～
12
時

※
10
月
、
12
月
に
も
開
催
予
定

場
所　

岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

内
容　

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
併
用
し
た
心
肺
蘇
生
法
な

ど申
問
岩
国
地
区
消
防
組
合
警
防
課

☎
㉒
１
３
２
１

　

本
講
座
を
修
了
す
る
こ
と
で
、
狩
猟
免
許

を
取
得
す
る
こ
と
な
く
、
ヌ
ー
ト
リ
ア
・
ア

ラ
イ
グ
マ
を
捕
獲
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り

ま
す
。

日
時　

８
月
５
日
㈬　

14
時
～
16
時

場
所　

市
民
会
館 

第
２
研
修
室

定
員　

30
人
（
事
前
申
し
込
み
が
必
要
）

受
講
料　

無
料

申
問
農
林
振
興
課
☎
㉙
５
１
１
５

　

創
業
を
目
指
す
人
を
対
象
に
、
創
業
に
必

要
な
ノ
ウ
ハ
ウ
の
習
得
を
支
援
し
ま
す
。

　

こ
の
講
座
の
受
講
者
が
、
中
心
市
街
地
活

性
化
基
本
計
画
エ
リ
ア
内
の
空
き
店
舗
に
新

規
出
店
し
、
家
賃
補
助
を
受
け
る
要
件
を
満

た
す
場
合
、
補
助
の
か
さ
上
げ
が
あ
り
ま
す
。

対
象　

創
業
を
目
指
す
人
（
未
創
業
者
）

日
時　

８
月
29
日
㈯　

10
時
～
16
時

場
所　

岩
国
ま
ち
な
か
倶
楽
部
（
中
通
商
店

街
内
）

定
員　

20
人

内
容　

創
業
に
際
し
て
の
心
構
え
・
諸
手
続

き
、
商
店
街
の
現
状
、
商
店
街
視
察
な
ど

受
講
料　

１
５
０
０
円
（
昼
食
代
含
む
）

募
集
期
間　

８
月
５
日
㈬
～
20
日
㈭

申
問
岩
国
商
工
会
議
所
☎
㉑
４
２
０
１

対
象　

誰
で
も
（
申
し
込
み
不
要
）

日
時　

９
月
２
日
㈬　

13
時
～
15
時　

場
所　

中
央
図
書
館 

視
聴
覚
ホ
ー
ル

内
容　

子
供
と
絵
本
を
囲
ん
で
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
す
大
切
さ
や
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
事
業
に
つ
い
て
紹
介

問
中
央
図
書
館
☎
㉛
０
０
４
６

講
演
・
講
座

防
火
管
理
講
習
会

起
業
家
ス
タ
ー
誕
生
支
援
事
業

　
　

「
ま
ち
な
か
創
業
サ
ロ
ン
」

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

ヌ
ー
ト
リ
ア
・
ア
ラ
イ
グ
マ

　
　

捕
獲
従
事
者
養
成
講
習
会

広告の問い合わせは、㈱ホープ☎092-716-1404

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
講
演
会

15 2015.8.1

普
通
救
命
講
習
会
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●
障
害
者
施
設
で
の
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い

て
考
え
よ
う 
～
虐
待
防
止
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
～

日
時　

８
月
29
日
㈯　

13
時
30
分
～
15
時

場
所　

市
民
会
館 

第
４
研
修
室

定
員　

60
人

講
師　

古
川
英
希
氏
（
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
さ
つ
き
園
施
設
長
）

受
講
料　

無
料

申
問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
障
害
者
支
援
村
フ
ェ
リ
ス

☎
35
６
３
４
２

●
厳
島
合
戦
と
弘
中
隆
兼

日
時　

９
月
12
日
㈯　

14
時
～
15
時
40
分

場
所　

サ
ン
ラ
イ
フ
岩
国 

大
会
議
室

定
員　

70
人
（
申
込
多
数
の
場
合
は
、抽
選
）

講
師　

秋
山
伸
隆
氏
（
県
立
広
島
大
学
宮
島

学
セ
ン
タ
ー
長
）

受
講
料　

無
料

申
込
期
間　

８
月
17
日
㈪
（
必
着
）　

申
往
復
は
が
き
の
往
信
裏
面
に
名
前
、
ふ
り

が
な
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話
番
号
を
、

返
信
表
面
に
受
講
希
望
者
の
名
前
と
住
所
を

記
入
し
て
、
郵
送
（
１
枚
に
つ
き
１
人
）

宛
先　

〒
７
３
４
―
８
５
５
８　

広
島
市
南

区
宇
品
東
一
丁
目
１
―
71　

県
立
広
島
大
学

宮
島
学
セ
ン
タ
ー「
厳
島
合
戦
と
弘
中
隆
兼
」

係問
県
立
広
島
大
学
宮
島
学
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
―
２
５
１
―
９
５
５
０

対
象　

市
内
に
在
住
す
る
小
学
生
と
そ
の
保

護
者

日
時　

８
月
26
日
㈬　

９
時
～

場
所　

地
方
卸
売
市
場 

調
理
講
習
室

定
員　

15
組
30
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

内
容　

食
品
衛
生
講
習
、
調
理
の
実
習
な
ど

受
講
料　

無
料

募
集
期
間　

８
月
12
日
㈬
ま
で
（
必
着
）

申
往
復
は
が
き
に
、
住
所
、
参
加
者
氏
名
、

学
校
名
、
学
年
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
岩

国
管
内
食
品
衛
生
協
会
へ
郵
送

宛
先　

〒
７
４
０
―
０
０
１
６　

三
笠
町
一

丁
目
１
―
１

問
岩
国
管
内
食
品
衛
生
協
会
☎
㉙
１
５
８
１ 

対
象　

岩
国
観
光
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協

会
員
と
し
て
、
観
光
客
を
「
お
も
て
な
し
の

心
」
で
積
極
的
に
案
内
で
き
る
人

日
時　

８
月
23
日
㈰　

10
時
～

場
所　

市
役
所 

３
階
会
議
室
31
・
32

定
員　

25
人
（
先
着
順
）

内
容　

岩
国
観
光
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協

会
加
入
に
必
要
な
養
成
講
座
の
内
容
や
日
程

な
ど
に
つ
い
て
説
明

募
集
期
間　

８
月
３
日
㈪
～
20
日
㈭

申
問

　

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
る
津
波
の

爪
痕
を
後
世
に
残
す
た
め
に
、
到
達
点
に
桜

を
植
え
る
人
々
の
物
語
の
映
画
を
上
映
し
た

後
、
市
長
な
ど
が
防
災
・
減
災
ト
ー
ク
セ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

日
時　

８
月
９
日
㈰　

12
時
50
分
～
（
開
場

＝
12
時
30
分
）

場
所　

市
民
会
館 
大
ホ
ー
ル

参
加
料　

５
０
０
円
（
中
学
生
以
下
無
料
）

問
危
機
管
理
課
☎
㉙
５
１
１
９

魚
を
使
っ
た
親
子
料
理
講
習
会

イ
ベ
ン
ト

岩
国
観
光
ガ
イ
ド
募
集
説
明
会

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
上
映
＆

防
災
・
減
災
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

県
立
広
島
大
学
宮
島
学
セ
ン
タ

ー
公
開
講
演
会

市
民
公
開
講
座

広報いわくに



日
時　

８
月
30
日
㈰　

10
時
20
分
～
15
時
30

分
（
開
場
＝
９
時
40
分
）

場
所　

錦
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

出
演
団
体　

美
川
観
音
太
鼓
保
存
会
、
小こ

ぬ

か糠

踊
保
存
会
、
笠
塚
神
楽
保
存
会
、
平
田
囃は

や
し
だ田

保
存
会
、
北
中
山
子
ど
も
神
楽
、
山
代
神
楽

本
谷
保
存
会
、
岩
国
太
鼓
保
存
会
、
岩
国
行

波
の
神
舞
保
存
会
、
下し

も

の
神
楽
保
存
会
、
藤

生
神
楽
保
存
会
、
東
谷
神
楽
保
存
会
、
向む

か
た
お峠

神
楽
保
存
会

入
場
料　

無
料
（
要
整
理
券
）

整
理
券
配
布
場
所　

市
役
所
、
総
合
支
所
、

支
所
、
出
張
所
な
ど

問
文
化
財
保
護
課
☎
41
０
４
５
２

　

貧
困
、
紛
争
、
自
然
災
害
な
ど
で
苦
し
む

国
内
外
の
人
々
へ
の
祈
り
を
込
め
て
、
平
和

の
鐘
を
鳴
ら
し
ま
す
。

日
時　

８
月
22
日
㈯　

10
時
～
11
時

場
所　

善
教
寺
（
錦
町
広
瀬
６
６
８
２
）

参
加
料　

無
料

問
岩
国
ユ
ネ
ス
コ
協
会
事
務
局
（
生
涯
学
習

課
内
）
☎
㉙
５
２
１
０

日
時　

８
月
８
日
㈯
～
16
日
㈰　

９
時
30
分

～
16
時
（
随
時
受
け
付
け
）

場
所　

岩
国
城
管
理
事
務
所
（
岩
国
城
横
）

内
容　

竹
と
ん
ぼ
、
コ
ッ
プ
、
一
輪
挿
し
な

ど
を
製
作

参
加
料　

無
料

問
錦
川
鉄
道
㈱
岩
国
管
理
所
☎
41
１
４
７
７

対
象　

未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者

日
時　

８
月
24
日
㈪　

10
時
～
11
時
30
分

場
所　

サ
ン
ラ
イ
フ
岩
国　

定
員　

20
組
（
先
着
順
）

参
加
料　

無
料

募
集
開
始　

８
月
３
日
㈪　

10
時
～

申
問
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
㉙
５
０
７
８

　

岩
国
市
消
防
団
、
和
木
町
消
防
団
が
訓
練

の
成
果
を
披
露
す
る
場
と
し
て
大
会
を
開
催

し
ま
す
。

日
時　

８
月
23
日
㈰　

８
時
～

場
所　

横
山
河
川
敷
運
動
広
場

問
危
機
管
理
課
☎
㉑
０
２
０
２

９
日
㈰　

ゆ
め
タ
ウ
ン
南
岩
国　

９
時
30
分

～
12
時
、
13
時
15
分
～
16
時

19
日
㈬　

岩
国
総
合
庁
舎　

10
時
～
12
時
、

13
時
～
16
時

23
日
㈰　

ゆ
め
タ
ウ
ン
南
岩
国　

９
時
30
分

～
12
時
、
13
時
15
分
～
16
時

※
全
血
献
血
（
４
０
０
ml
限
定
）
で
す

問
社
会
課
☎
㉙
５
０
７
０

プ
レ
イ
ル
ー
ム

　
　
　

い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ぼ
!!

岩
国
城
竹
細
工
教
室

平
和
の
鐘
を
鳴
ら
そ
う
！

　

～
平
和
へ
の
祈
り
と
願
い
～

岩
国
地
区
消
防
操
法
大
会

17 2015.8.1

８
月
の
献
血

献　

血

岩
国
民
俗
芸
能
ま
つ
り
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対
象　

未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

日
時　

８
月
13
日
㈭　

10
時
15
分
～
10
時
45

分場
所　

中
央
図
書
館

対
象　

小
学
生
・
中
学
生

日
時　

８
月
23
日
㈰　

10
時
～
12
時

場
所　

福
祉
会
館 

２
階
講
習
室

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

講
師　

岩
国
点
訳
あ
す
な
ろ
会

募
集
開
始　

８
月
１
日
㈯　

９
時
30
分
～

※
無
料
の
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん

申
電
話
ま
た
は
直
接
、
中
央
図
書
館
麻
里
布

分
室
☎
㉒
５
８
４
５

対
象　

小
学
生
向
け

日
時　

①
８
月
５
日
㈬　

15
時
30
分
～
16
時

②
８
月
７
日
㈮　

15
時
30
分
～
16
時

場
所　

①
＝
由
宇
図
書
館　

②
＝
岩
国
図
書

館 内
容　

ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
相あ

い
あ
い相

に
よ
る
、

昔
話
な
ど
の
怖
い
お
話
の
語
り

参
加
料　

無
料

問
由
宇
図
書
館
☎
63
５
１
１
７

岩
国
図
書
館
☎
41
０
８
８
０

●
亀
尾
天
岳
と
近
代
岩
国
の
日
本
画

日
時　

８
月
30
日
㈰
ま
で　

９
時
～
17
時

内
容　

明
治
か
ら
昭
和
初
期
の
岩
国
の
日
本

画
に
つ
い
て
、
亀
尾
天
岳
を
中
心
に
紹
介

入
場
料　

無
料

●
享
保
の
一
揆
と
家
臣
の
動
向

日
時　

８
月
16
日
㈰　

10
時
～
12
時

場
所　

サ
ン
ラ
イ
フ
岩
国

講
師　

藤
重
豊
氏
（
吉
川
史
料
館
長
）

●
江
戸
時
代
の
旅
行
先
で
の
ト
ラ
ブ
ル
に
関

す
る
史
料

日
時　

８
月
16
日
㈰　

13
時
30
分
～
15
時

場
所　

サ
ン
ラ
イ
フ
岩
国

講
師　

正
中
克
磨
氏
（
和
木
町
文
化
財
審
議

会
長
）

対
象　

小
学
３
年
～
６
年
生

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

●
自
動
運
転
に
挑
戦
！

日
時　

８
月
19
日
㈬
・
20
日
㈭　

９
時
30
分

～
11
時
30
分
（
２
日
と
も
同
じ
内
容
）

内
容　

モ
ー
タ
ー
を
使
い
気
ま
ま
に
動
く
お

も
ち
ゃ
を
作
る

募
集
開
始　

８
月
５
日
㈬　

８
時
30
分
～

㊡
月
曜
（
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

横
山
二
丁
目　

☎
41
０
４
５
２

岩
国
徴
古
館

企
画
展

郷
土
史
研
究
会

古
文
書
講
座
（
初
級
）

●
ポ
ン
ポ
ン
船
を
作
ろ
う 

パ
ー
ト
２

日
時　

８
月
27
日
㈭　

９
時
30
分
～
11
時
30

分内
容　

太
陽
熱
を
利
用
し
た
ポ
ン
ポ
ン
船
を

作
る

募
集
開
始　

８
月
13
日
㈭　

８
時
30
分
～

申
電
話
ま
た
は
直
接

●
子
や
孫
と
作
る
科
学
お
も
ち
ゃ
12

対
象　

４
歳
以
上
小
学
２
年
生
以
下
の
子
供

と
そ
の
保
護
者

日
時　

８
月
30
日
㈰　

９
時
30
分
～
11
時
30

分定
員　

40
人
（
先
着
順
）

内
容　

簡
単
な
お
も
ち
ゃ
を
作
る

募
集
開
始　

８
月
16
日
㈰　

８
時
30
分
～

申
電
話
ま
た
は
直
接

日
時　

８
月
9
日
㈰　

９
時
30
分
～
15
時
30

分場
所　

山
口
県
由
宇
青
少
年
自
然
の
家
（
ふ

れ
あ
い
パ
ー
ク
）

内
容　

楽
し
い
科
学
工
作
や
実
験
・
観
察
な

ど
を
体
験

参
加
料　

無
料

ち
い
さ
い
子
の
た
め
の

　
　
　
　
　
　
　

お
は
な
し
会

麻
里
布
分
室 

de

　
　
　
　
　

こ
ど
も
点
字
教
室

お
は
な
し
ろ
う
そ
く
の
じ
か
ん

　

「
こ
わ
ー
い
お
は
な
し
特
集
」

㊡
月
曜（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
も
）、祝
日

麻
里
布
町
六
丁
目　

☎
㉒
０
１
２
２

科
学
セ
ン
タ
ー

科
学
教
室

市
民
科
学
講
座
Ⅰ

青
少
年
の
た
め
の
科
学
の
祭
典

　
　
　
　

  

in
岩
国 

由
宇
会
場

広報いわくに

ＥＮＪＯＹ

おでかけ情報

家族みんなで楽しめる市内の

イベント情報をお届けします。

中
央
図
書
館

㊡
月
曜
、
祝
日
、
第
３
木
曜

※
８
月
は
第
３
木
曜
も
開
館

南
岩
国
町
四
丁
目　

☎
㉛
０
０
４
６



フ
ィ
ル
「
タ
ン
ゴ
＆
シ
ネ
マ
」w

ウ

ィ

ズ

ith

 

シ
ン

フ
ォ
ニ
ア
・
フ
ロ
イ
デ
に
出
演
す
る
合
唱
団

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

対
象　

原
則
、
全
て
の
練
習
、
本
番
、
前
日

リ
ハ
ー
サ
ル
に
参
加
で
き
る
歌
の
好
き
な
人

（
小
学
生
以
上
）

参
加
費　

一
般
＝
６
千
円　

学
生
＝
３
千
円

（
家
族
・
団
体
で
参
加
の
場
合
、
一
般
＝
５

５
０
０
円
、
学
生
＝
２
５
０
０
円
）

練
習
日　

９
月
～
12
月
（
全
12
回
）

曲
目　

「
と
な
り
の
ト
ト
ロ
」「
も
の
の
け

姫
」「
君
を
の
せ
て
」「
い
つ
も
何
度
で
も
」

募
集
期
間　

８
月
31
日
㈪
ま
で
（
先
着
順
）

申
参
加
申
込
書
（
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
参
加
費
を
添
え
て
直
接

持
参
物　

室
内
シ
ュ
ー
ズ
、
動
き
や
す
い
服

装
、
タ
オ
ル
な
ど

募
集
期
間　

８
月
21
日
㈮
ま
で
（
当
日
受
け

付
け
可
）

申
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
☎
㉙
５
１
０
３

FAX

㉑
３
４
５
６

日
時　

10
月
～
平
成
28
年
３
月
（
全
６
回
）

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

定
員　

40
人
（
先
着
順
）

受
講
料　

４
千
円
（
前
納
）

持
参
品　

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ 

申
直
接

　

12
月
６
日
㈰
に
開
催
す
る
三
浦
一
馬
＆
京

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
・
フ
ロ
イ
デ

　
　
　
　
　
　

合
唱
団
員
募
集

申
電
話
ま
た
は
直
接
、
岩
国
運
動
公
園

☎
32
７
４
１
１　

●
夏
休
み
ミ
ズ
ノ
走
り
方
教
室
in
岩
国

対
象　

小
学
生

日
時　

８
月
27
日
㈭　

①
９
時
～
10
時
15
分

②
10
時
45
分
～
12
時

場
所　

岩
国
運
動
公
園
芝
生
広
場
（
雨
天
の

場
合
、
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
）

定
員　

30
人（
先
着
順
）

受
講
料　

千
円

募
集
開
始　

８
月
１
日
㈯　

９
時
～

●
ミ
ズ
ノ
ア
ウ
ト
ド
ア
コ
ン
パ
☆
in
二
鹿

対
象　

30
～
40
代
の
独
身
男
女

日
時　

８
月
30
日
㈰　

17
時
～
21
時

場
所　

二
鹿
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

※
現
地
集
合
、
現
地
解
散
で
す

定
員　

20
人

内
容　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
夕
食
作
り
な

ど参
加
料　

２
５
０
０
円

募
集
期
間　

８
月
１
日
㈯
～
27
日
㈭

対
象　

市
内
に
在
住
す
る
幼
児
・
小
学
生

日
時　

８
月
19
日
㈬
・
20
日
㈭
・
26
日
㈬　

14
時
～
15
時

場
所　

総
合
体
育
館 

武
道
場

定
員　

幼
児
ク
ラ
ス
、
児
童
ク
ラ
ス
と
も
各

10
人
（
先
着
順
）

受
講
料　

４
千
円

募
集
期
間　

８
月
３
日
㈪
～
12
日
㈬

※
土
・
日
曜
を
除
く
９
時
～
17
時

申
受
講
料
を
添
え
て
直
接
、（
一
財
）岩
国
市

体
育
協
会
☎
FAX

32
７
３
７
２

対
象　

誰
で
も

日
時　

８
月
24
日
㈪　

10
時
～
15
時
（
受
け

付
け
＝
９
時
30
分
～
）

場
所　

総
合
体
育
館 

ア
リ
ー
ナ

内
容　

フ
リ
ー
テ
ニ
ス
・
ミ
ニ
テ
ニ
ス
・
バ

ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
・
エ
ス
キ
ー
テ
ニ
ス
の
見
学

会
お
よ
び
ふ
れ
あ
い
体
験

体
験
料　

無
料
（
参
加
記
念
品
有
り
）

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ふ
れ
あ
い

体
験
・
ふ
れ
あ
い
球
技
体
験

㊡
な
し

山
手
町
一
丁
目　

☎
㉔
１
２
２
１

市
民
会
館

デ
ジ
カ
メ
＆
パ
ソ
コ
ン

　
　
　

活
用
入
門
講
座（
後
期
）

ミ
ズ
ノ
主
催
教
室

短
期
体
操
教
室

19 2015.8.1

㊡
な
し

三
笠
町
一
丁
目　

☎
㉙
１
６
０
０

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

㊡
な
し

平
田
一
丁
目　

☎
32
７
４
１
１

岩
国
運
動
公
園



2
2
6
　

広
報

い
わ

く
に

岩国市民憲章

錦帯橋に象徴される美しいまち岩国

わたしたちは　この地を愛し　

ふるさとが育てた偉人に学び　

教養を高め

誇れる岩国を築き　引き継ぐために

この憲章を定めます

大切にしたいもの

　それは　みんなの夢　みんなの命

守りたいもの

　それは　豊かで美しい自然

伝えたいもの

　それは　歴史や伝統　文化の薫り

広げたいもの

　それは　世代や地域を超えた人の和

創りたいもの

　それは　岩国の輝かしい未来

　　　　　　（平成23年１月１日制定）

対
象　

市
内
に
在
住
、
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人

募
集
作
品　

市
内
で
撮
影
し
た
も
の
、
ま
た
は
市
民
を
撮
影
し
た
未
発
表
の
も
の

※
人
物
写
真
に
つ
き
ま
し
て
は
、
被
写
体
の
承
諾
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

写
真
サ
イ
ズ　

２
Ｌ
以
上
（
デ
ー
タ
の
場
合
は
、
１
Ｍ
以
上
３
Ｍ
以
下
）　

み
ん
な
の
写
真
館

Vol.76市長夢日記

　

「
み
ん
な
の
写
真
館
」
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
応
募
し
て
い

た
だ
い
た
写
真
の
中
か
ら
選
考
し
て
、
毎
月
一
枚
の
写
真
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
広
報
紙
を
皆
さ
ん
の
写
真
で
彩
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

応
募
さ
れ
た
作
品
の
著
作
権
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
は
、
採
用
不
採
用
問
わ
ず
、

市
に
帰
属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。
返
却
も
し
ま
せ
ん
の
で
、あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

毎
月
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
数
枚
紹
介
し
て
い
ま
す
。

【今月の一枚】

た
め
の
工
事
に
着
手
し
て
い
ま
す
。
そ
の

後
、
地
下
通
路
の
改
修
な
ど
を
実
施
し
、

最
後
に
東
西
駅
前
広
場
の
再
整
備
を
行
う

計
画
で
、
全
て
の
事
業
の
完
了
は
平
成
31

年
度
頃
の
見
込
み
で
す
。

　

ま
た
、
新
岩
国
駅
で
は
今
年
度
、
上
下

線
ホ
ー
ム
に
１
基
ず
つ
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が

設
置
さ
れ
る
な
ど
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
事

業
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

市
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
Ｊ
Ｒ
と
協
力

し
な
が
ら
、
地
域

の
活
性
化
や
賑
わ

い
の
創
出
、
市
の

玄
関
口
に
ふ
さ
わ

し
い
便
利
で
快
適

な
駅
周
辺
の
整
備

を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

岩
国
駅
は
老
朽
化
が
著
し
く
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
へ
の
対
応
も
な
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
か
ら
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る

な
ど
、
利
便
性
の
高
い
施
設
に
改
修
す
る

よ
う
、
多
く
の
方
か
ら
ご
要
望
を
い
た
だ

い
て
い
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
声
に
応
え
る
た
め
、
駅
舎
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
東
西
自
由
通
路
や
東

西
駅
前
広
場
の
整
備
等
を
実
施
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

   

東
西
自
由
通
路
と
橋
上
駅
舎
は
、
平
成

29
年
度
末
の
完
成
、
供
用
開
始
を
目
指
し

て
お
り
、
本
年
２
月
か
ら
仮
駅
舎
設
置
の

住所、氏名（フリガナ）、電話番号、作品名、撮影場所、

撮影日を記入の上、写真を添えて秘書広報課広報班まで

提出。またはメールでも受け付けます。

　 kouhou@city.iwakuni.lg.jp

10月１日号募集期限　8月26日（必着）

「ツバメ巣立ち」

　松金　謙至さん（山手町）

▲岩国駅西口イメージ図：岩国市作成

 福田 良彦
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